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産業廃棄物の有効活用による藻場再生のための研究

藻場の現状

佐世保市針尾における磯焼け

•日本の浅海域で6,400haの藻場が
消滅し減少傾向

•海中における鉄分の不足

藻場基盤材の製作
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火山灰被覆斜面の原位置せん断試験 数値極限解析における地盤の安定解析

テストフィールド（鹿児島県）

テストフィールドにおける表層崩壊特性（2018 年度時点）

地すべり発生後の経過年数
における有効表土層の深さと
表土の乾燥密度

開発した現場一面せん断試験装置 不撹乱試料のサンプリング状況

現場一面せん断試験から得られた強度パラメータとその特性

D=40cm H=14cm W=26kg

馬蹄形空洞を有する地盤モデル

解析用有限要素half mesh例

土被りが浅い空洞を有する地盤の
極限支持力は𝜙′を除き，無次元化
したパラメータを用い，大まかに以
下のように表すことができる

ここに，
𝜎𝑠：極限支持力
𝑐'：地盤の粘着力
𝜙′：地盤の内部摩擦角
𝛾：地盤の単位体積重量
𝐷：空洞の直径
𝐵：空洞の幅
𝐻：空洞上面までの土被り
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(a)塑性領域   (b)内部消散と変位速度ベクトル
(smooth interface，𝐻/𝐷 = 3，𝜙′ = 15°，𝛾𝐷/𝑐′ = 1，𝐵/𝐷 = 1.0)
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幅狭となる地下空洞を有する地盤の安定解析
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推定式の開発
浅い地下空洞を有する地盤の載荷圧を
推定できる式の開発を試みた
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